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　事例報告　

講義「教職概論」における授業改善
－授業評価アンケートを通して－
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北里大学理学部
Ａ
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１　これからの時代に求められる教員としての資質能力の育成を目指しての授業改善
　「次世代の学校・地域」創生プラン（文部科学省、2016）の一環で、教員の資質能力

１

の向上や学び続ける教員の育成が求められ、2017年４月１日に教育公務員特例法等
２
が改

正された。また、学習指導要領（文部科学省、2017a、2018b、2018）が改訂され、移行
措置を経て2020年度から年次進行で、小学校から順次、全面実施されていく。このような
中で、自立した一人の人間として、自らの力で未来を切り拓く児童生徒を育む教育を実現
させることができる教員が求められている。大学等の教職課程において、教員志望の学生
の教員としての資質能力の育成は大切なことである。
　本稿では、これからの時代に求められる教員としての資質能力の育成を目指して、本学
の教職課程における講義「教職概論」（以下、教職概論）の授業改善について、履修して
いる学生の授業評価アンケートの結果を基に検討する。

２　これからの時代に求められる教員としての資質能力
　「次世代の学校・地域」創生プラン（文部科学省、2016）の１つに、教員改革が位置付
けられ、それに関しての中央教育審議会の答申として「これからの学校教育を担う教員の
資質能力の向上について　～学び合い、高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～
（平成27年12月）」（中央教育審議会，2015）がある。その答申では、「これからの学校教育
を担う教員の資質能力」のうち、不易のものとして、これまでも使命感や責任感、教育的
な愛情、教科や教職に関する専門的な知識、実践的指導力、総合的指導力、コミュニケー
ション能力等を挙げている。さらには、これからの時代の教員に求められる資質能力とし
て、次の３つに整理している（中央教育審議会、2015、pp. 9-10）。
　○�　これまで教員として不易とされてきた資質能力に加え、自律的に学ぶ姿勢を持ち、

時代の変化や自らのキャリアステージに応じて求められる資質能力を生涯にわたって
高めていくことのできる力や、情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を
有機的に結びつけ構造化する力。
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　○�　アクティブ・ラーニングの視点からの授業改善、道徳教育の充実、小学校における
外国語教育の早期化・教科化、ＩＣＴの活用、発達障害を含む特別な支援を必要とす
る児童生徒等への対応などの新たな課題に対応できる力量。

　○�　「チーム学校」の考えの下、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、組織的・
協働的に諸課題の解決に取り組む力。

　つまり、「これからの学校教育を担う教員の資質能力」として、生涯にわたって専門的に
成長していくための知識や学び方を身に付けておくこと、指導法や教科の枠組みの改定の
ような課題に対応していくこと、他の教員と協働的に学校の諸問題に取り組んでいけるこ
となどが、新たに求められていることが分かる。

３　教職概論の授業で育成する教員としての資質能力
　本学の教職課程では、理学部、海洋生命科学部、獣医学部動物資源科学科では中学校・
高等学校理科の教諭の免許状取得を目指し１年前期に、獣医学部生物環境科学科では高等
学校農業の教諭の免許状取得を目指し１年前期に、看護学部は養護教諭の免許状取得を目
指し２年前期に教職概論を位置付け、学部ごとに授業を行っている。筆頭著者の田中は、
2019年度の獣医学部を除く教職概論の指導者であり単位認定者である。履修人数は、理学
部は41人、海洋生命科学部は19人、看護学部は７人である。なお、2019年度の１年生から
教職課程コアカリキュラムに対応した新課程である。教職概論は、どの学部においても教
職課程の最初に履修する講義であり、教職について学修（以下、学び又は学習）し、自ら
の教員としての適性を熟考し進路を考えることで、教職課程の見通しをもち、大学での修
学や生活の在り方を考えるようにしている。表１は、教職概論の計画を除く概要である。
　表１の教職概論の概要を踏まえ、中央教育審議会の答申における教員としての資質能力
や自治体の教員育成指標などから、教職概論の授業において育成を図ることができる教員
としての資質能力として、次の①から⑦に整理した。
　①　教職に関する専門的な知識
　②　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて必要な知識と技能
　③�　「『チーム学校』の考えの下、多様な専門性を持つ人材と効果的に連携・分担し、組

織的・協働的に諸課題の解決に取り組む」ために必要な知識
　④　コミュニケーション能力
　⑤�　情報を適切に収集し、選択し、活用する能力や知識を有機的に結びつけ構造化する

力
　⑥　「学び続ける教員」が求められる理解と学び続けようとする態度
　⑦　多様性の理解と受容しようとする態度
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表１　教職概論の概要（計画を除く）

目的

現代社会における教職の重要性の高まりを背景に、教職の意義、教員の役割・資質能力・
職務内容等について身に付け、教職への意欲を高め、さらに適性を判断し、進路選択に
資する教職の在り方を理解する。また、教員として求められる資質能力の育成を目指し
て、教員養成において身に付けたい資質能力を養う。

目標

教職の意義、教員の役割及び職務内容、チーム学校運営に関することについて理解する
とともに、教育課題を捉えその解決を図るための方策や取組を考えようとする態度を身
に付ける。
また、学習指導要領や教育に関する法規等を踏まえた自分の考えや意見を論理的に構成
し、それを他者に思いを込めて適切に説明することができるようにする。

内容

「学校教育とは何か、教員の役割とは何か」を中心に、現在の学校教育が抱える諸課題
に対し、何が求められており、何をなすべきかについて、教員の立場で考える基礎をつ
くる。そのため、まとまりごとのレポート等の作成や発表等を行い、聴く、読解する、
考える、書く、説明することを通して、思考力、判断力、表現力等を高める。

方法
教科書、参考書、配付するレジュメや資料等に基づく授業を基本とし、討論や発表等を
行い、まとまりごとにレポート等の作成を行う。また、授業ごとに学んだことを自己評
価表に整理することで、授業の目的、目標を実現できるようにする。

評価 到達目標に照らして、まとまりごとのレポート等によって、総合的に評価し評定する。

４�　体験を通して「教職」とともに「学び方とその教育方法」を学び教員としての資質能
力を育成する

　教職概論の各授業において、育成することができる上述の７つの教員としての資質能力
は、表２のようになる。また、表２のように、各授業において、教職を学ぶとともに、そ
の過程において、求められている児童生徒の学び方を体験

３
することを通して、言語活動

や学ぶ楽しさを味わうことで、学生がアクティブ（能動的）に学ぶことができるようにし
ている。このように教職について考え表現することで教職の理解を深めるとともに、求め
られている学び方を実現するための教育方法を学ぶことで、教員としての資質能力の育成
に資するようにしている。また、高等教育である大学に求められているアクティブ・ラー
ニングを実現している。
　また、各授業において教員としての資質能力の育成を図り、各授業の目標を実現させる
ための方策の1つとて自己評価を導入し、一人一人の学びをアクティブにするようにして
いる。具体的には、毎回の授業の終わりに、自己評価表（参考資料）を用いて自己評価す
るようにしている。この自己評価表は、堀（2003）の評価論を参考に作成したものである。
学生は、自己評価の体験を通して、自己評価の進め方や学習評価について学ぶようにして
いる。このような考えに基づいた自己評価表とその効果については、田中（2018）で既に
報告している。また、講義を通して内容のまとまりごとに課題を課し、それに対してのパ
フォーマンスの一環としてレポートを提出する。そのレポートを評価して評定し返却する
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回 資質
能力 □内容と活動 ○体験

１
①
④

□�　公教育の目的と教員の意義を踏ま
え、教職を目指す自らの現状と考えを
捉え、教員に求められる資質能力の育
成に対する見通しをもつ。

○�　「なぜ教職を目指すのか」を追究する
グループワークの体験

２
①
②
④

□�　これまで受けてきた教育の振り返り
と、報道等で取り上げられている教育
に関する問題等から、現在の教育にお
ける課題を明らかにする。

○�　「教育における課題」をテーマにした
ジグソー学習法を通して、言語活動と
主体的・対話的で深い学びの体験

○�　評価規準に基づき評価することの体
験

３
□�　現在の教育における課題の追究を通

して、その解決を図るための方策や取
組を考える。

４

①
②

□�　学習指導要領の変遷と、学習指導要
領の理念や内容等について理解する。

○�　「学習指導要領に関わること」のレ
ポート（資料を参照しての短答式・記
述式のペーパーテスト）を通して、「覚
えるではなく理解する」ことの体験

○�　評価規準に基づき評価することの体
験

５

□�　学習指導要領を踏まえた教育（学習
指導や学習評価等）の在り方について
理解し説明する。

６
①
④
⑦

□�　児童生徒指導やインクルーシブ教育
と、学習における体験の意義を理解し、
介護等体験実習と教育実習を能動的に
学べるようにする。

○�　これまで学んだことを踏まえて「あ
りたい保健室・ありたい学級」を考え
ることを通したホワイトボードを利用
したグループワークの体験

７

①
②
③
⑤

□�　教職観の変遷を踏まえ、今日の教員
に求められる役割について理解し考察
する。

○�　これまで学んだことから考えられる
教職観の変遷を踏まえ、学校における
教職員に関する資料を参考に、各教職
員とその関係（教職員の組織）をポン
チ絵

４
として表すことを通して、必要な

情報を受信し、考え、発信する体験（教
えられるから自ら学ぶ体験）

○�　評価規準に基づき評価することの体
験

８ ①

□�　幼児、児童や生徒への指導及び指導以外の校務を含めた教員の職務の全体像につ
いて理解し考察する（これまで学んだことと新聞記事〔実態の例〕及びそれらから
気付いたことなどのメモを踏まえ、教科担任〔看護学部は養護教諭〕、学級担任、
部活動の顧問として、どのような教員でありたいかについて、自分の考えを述べる）。

表２　2019年度の教職概論における「教員としての資質能力」、「内容と活動」、「体験」
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際、必ず、レポートを含めたパフォーマンスの自己評価を行うようにしている。
　このような毎回の授業の終わりの自己評価と、課題に対してのパフォーマンスの自己評

回 資質
能力 □内容と活動 ○体験

９
①
⑤

□�　教員に課せられる服務上・身分上の
義務及び身分保障について理解し考察
する。

○�　「教員の服務等」に関して、資料を基
に、更に深く広く調べたり、他の具体
例を考えたりするなど、自分で考えた
説明を集団の前で行う体験

10
・
11

①
②
③
④
⑤

□�　校内の教職員や多様な専門性をもつ
人材と効果的に連携・分担し、チーム
として組織的に諸課題に対応すること
の重要性について理解し考察する。

○�　これまで学んだことと今回学んだこ
とを踏まえ「チーム学校運営から考え
る『これからの学校』」をポンチ絵とし
て表すことを通して、必要な情報を受
信し、考え、発信する体験（教えられ
るから自ら学ぶ体験）

○�　評価規準に基づき評価することの体
験

12
①
②
⑥

□�　今日の教員に求められる基礎的な資
質能力の理解を踏まえて、教員を目指
している現在の自分の姿を捉え、今後
の自分の在り方について考える（教員
育成指標の例を基に、現在の自分の状
況を捉え、採用までの課題を設定し、
アクションプランを考える）。

○�　評価規準に基づき評価することの体
験

□�　教員研修の意義及び制度上の位置付け並びに専門職として適切に職務を遂行する
ため生涯にわたって学び続けることの必要性について理解し考察する。

13

①
③
⑥
⑦

□�　進路選択に向け、他の職業との比較を通した教職の職業的特徴の理解に基づき、
自らを振り返り、教員としての適性を熟考する（外部講師〔民間出身の中学校長〕
から学んだことを基に、改めて自分の姿を捉え直し、教員としての適性について考
える）。

14
①
②
③
⑤
⑥
⑦

□�　公教育の目的とその担い手である教
員の存在意義について 理解し考察する。

○�　これまで学んだことから、学校教育
や教職の意義と本質についての考えを
まとめ、それを「目指す教員像（中高
の学級担任と理科の教科担任をする教
諭、看護学部は養護教諭）」としてポン
チ絵で表すことを通して、必要な情報
を受信し、考え、発信する体験（教え
られるから自ら学ぶ体験）

15

□�　14回の授業を通して学んだことか
ら、学校教育や教職の意義と本質につ
いての考えをまとめる。
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価のどちらも、学生としての自己評価ではあるが、教員として評価・評定を行うつもりで
当たるように促している。学生には教員になったら、児童生徒の評価を通して指導を改善
するとともに、評価の記録から総括して評定を行い、成績を付けなければならないことを
確認している。児童生徒からすれば、教員は指導者であるとともに、評価して評定する人、
成績を付ける人である。そのことを自覚して自己評価することで、学習評価に関しての理
解を深め、それに関わる教員としての資質能力の育成に資するようにしている。

５　授業評価アンケートとその結果
　2019年度の教職課程の授業では、講義の最終回に次の７つの設問に対して５件法（５：
そう思う～１：そう思わない）

５
で回答する授業評価アンケートを無記名（2018年度まで

は記名）で行っている。
　設問１　あなたはシラバスに書かれたこの授業の目的や到達目標を理解していますか。
　設問２　あなたはこの授業の予習・復習するなど意欲的に取り組みましたか。
　設問３�　あなたはこの授業によって自分の能力（知識や理解）を伸ばすことができまし

たか。
　設問４　教員の説明は分かりやすかったですか。
　設問５　教員は授業環境を静穏な状態に保っていましたか。
　設問６　授業はシラバスに沿って進められていましたか。
　設問７　この授業を総合的に判断して満足度は高かったですか。
　2019年度の教職概論では、さらに次の６つの設問を加えて行った。
　設問８�　あなたはこの授業によって、教員としての資質能力を伸ばすことができました

か。
　設問９　あなたはこの授業によって、「教職」について学ぶことができましたか。
　設問10�　あなたはこの授業によって、体験を通して、「教育方法（指導法、評価法など）」

について学ぶことができましたか。
　設問11　あなたはこの授業によって、「自己評価」について学ぶことができましたか。
　設問12�　あなたはこの授業によって、自己評価力やメタ認知能力を伸ばすことができま

したか。
　設問13�　あなたはこの授業によって、「教育方法」における「体験」の効果や有用感など

を実感することができましたか。
　設問１、２は学生本人のことを、設問４、５、６は教員のことを問うものである。設問
９、10、11、13は学習の実感を、設問３、７、８、12は学習の結果を問うものである。
　有効回答数（Ｎ）は、看護学部が７人、海洋生命科学部は16人、理学部が32人で計55人
である。追加した８から13の設問は、回答しなかった理学部の学生が３人いて計52人であ
る。履修人数は、看護学部が７人、海洋生命科学部が19人、理学部が41人である。全員の
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回答が得られなかったのは、授業評価アンケートを行った当日に欠席した学生がいたこと
と、マークシートの記入が読み取れない場合があったからである。
　表３は、以上の授業評価アンケートについての説明とその結果を整理したものである。

表３　2019年度の教職概論における授業評価アンケートとその結果
設
問 質問の狙い 質問の対象

2019年度 2018年度
Ｎ 平均値 最小値 Ｎ 平均値

１ シラバスの理解 本人 55 4.18 3 75 4.40
２ 意欲的な取組 本人 55 4.02 2 75 3.88
３ 能力（知識や理解）の育成 学習の結果 55 4.51 2 75 4.39
４ 教員の説明 教員 55 4.47 2 75 4.66
５ 授業環境の担保 教員 55 4.71 3 75 4.76
６ シラバスの担保 教員 55 4.42 2 75 4.53
７ 満足度 学習の結果 55 4.51 2 75 4.56
８ 教員としての資質能力の育成 学習の結果 52 4.25 2

実施して
いない

９ 教職についての学習 学習の実感 52 4.67 3
10 体験を通した教育方法の学習 学習の実感 52 4.27 3
11 自己評価についての学習 学習の実感 52 4.42 3
12 自己評価力等の育成 学習の結果 52 4.10 2
13 体験の効果や有用感 学習の実感 52 4.21 2

６　授業評価アンケートの結果の考察からの授業改善の検討
　授業評価アンケートの結果の考察からの授業改善の検討を、各設問の対象ごとに述べる。
（１）全体の結果の考察からの授業改善の検討
　表３では2018年度の結果も掲載している。ただ、昨年までは記名式で行っていたこと、
学部ごとの人数と全体の人数が違うことなどのため、単純な比較はできないが参考とし
て、2020年度以降の授業改善のための考察と検討をしていく。
　図１は2018年度と2019年度の学部ごとの各設問の平均値を示したグラフである。どちら
の年度も、肯定的な回答の割合が高い傾向にあるのは、おおむね看護学部、海洋生命科学
部、理学部の順番である。各年度、各学部の学生の状況や教職への思いは違うので、一概
に判断することはできないが、この順番は授業の人数や規模に関連していることが推察さ
れる。2019年度の履修人数は、看護学部が７人、海洋生命科学部が19人、理学部が41人で
ある。2018年度の履修人数は、看護学部が16人、海洋生命科学部が23人、理学部が37人で
ある。どちらの年度も、授業の人数、規模が小さい方から、看護学部、海洋生命科学部、
理学部の順番である。授業の人数、規模が小さい場合の方が、各平均値が高いのは、授業
においてより１人１人の学生と関わっていることが影響していると考えられる。理学部の
41人、37人は、学校における40人学級と同じような人数、規模であり、教育の効果があっ
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てしかるべきである。シラ
バスが同じようであって
も、人数、規模に応じた授
業の改善と充実が望まれ
る。
　表４は、2019年度におけ
る各設問の回答の人数と割
合を示したものである。図
２は、表４を基に各設問の
回答の割合を示したグラフ
である。図３は、2019年度
の否定的な回答である２を
回答した学生の全体の回答
を示したグラフである。
2019年度において、図１か
ら分かるように設問２の理
学部を除くと各設問の平均
値は４以上である。2019年
度の全体の平均値は4.36で
ある。
　図２の回答の割合におい
て、肯定的な回答である５
と４を選択した割合は、設
問２以外は80％以上であり
90％を超えている設
問もある。設問２は「意欲
的な取組」を問うものであ
る。学生が意欲的にアクティブに学ぶことは教員としての資質能力の育成に資することに
なる。また、改訂された学習指導要領（文部科学省、2017、2018）において、主体的・対
話的で深い学びを実現し、児童生徒の資質・能力を育成することが求められている。次年
度以降、学生が半期15コマの授業をより意欲的にアクティブに学び続けることができるよ
うに、内発的な動機付けや粘り強い取組を促すような指導の工夫や改善が求められる。表
３と表４から否定的な回答である２を回答した設問は８つ、図３からは２を回答した学生
が６人いることが分かる。つまり、１人で２をいくつか回答している学生がいる。例えば、
学生Ｆは、設問２、３、４、７、８の５つの設問で２を回答している。この学生は、教員
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図１ 2018年度と2019年度の学部ごと各設問の平均値
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としての資質能力の育成や理解の深化が
図られた実感がなく授業への満足度が低
く、教員の説明も分からず意欲的な取組
をすることもなかったようである。この
ような学生がいた事実を踏まえ、次年度
以降、学生の実態に応じた指導や支援を
考え実行していく。また、このような学
生には、教職に就くことや教員を目指す
こと、教職課程の履修や学ぶ姿勢などに
ついて熟考を促し、その後の教職課程の
学習をどうするのかを考え実行するよう
に指導することが大切である。その理由
は、次の（２）の設問２の「意欲的な取
組」において述べる。
（２�）学生本人を対象とした設問の結果
の考察からの授業改善の検討

　設問１、２は学生本人について問うも
のである。
　設問１の「シラバスの理解」は肯定的
回答の５と４で80％を超えているとはい
え、設問２を除く他の設問と比べると低

表４　2019年度の各設問における回答の人数と割合

回答 設問
１

設問
２

設問
３

設問
４

設問
５

設問
６

設問
７

設問
８

設問
９

設問
10

設問
11

設問
12

設問
13

１ 0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

２ 0
(0)

3
(5)

1
(2)

3
(5)

0
(0)

1
(2)

3
(5)

1
(2)

0
(0)

0
(0)

0
(0)

1
(2)

1
(2)

３ 10
(18)

10
(18)

1
(2)

3
(5)

3
(5)

3
(5)

2
(4)

5
(10)

2
(4)

6
(12)

3
(6)

6
(12)

8
(15)

４ 25
(45)

25
(45)

22
(40)

14
(25)

10
(18)

23
(12)

14
(25)

26
(50)

13
(25)

26
(50)

24
(46)

32
(62)

22
(42)

５ 20
(36)

17
(31)

31
(56)

35
(64)

42
(76)

28
(51)

36
(65)

20
(38)

37
(71)

20
(38)

25
(48)

13
(25)

21
(40)

Ｎ 55 55 55 55 55 55 55 52 52 52 52 52 52
※�括弧内は，回答の百分率を表す。また，少数第１位を四捨五入しているので、合計が100になら

ない場合がある。

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図２ 2019年度における各設問の回答の割合 

図３ 2019年度の２を回答した学生の全体

0

1

2

3

4

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

学生A 学生B 学生C 

学生D 学生E 学生F 

表４ 2019年度の各設問における回答の人数と割合 

回答 
設問 

１ 
設問 

２ 
設問 

３ 
設問 

４ 
設問 

５ 
設問 

６ 
設問 

７ 
設問 

８ 
設問 

９ 
設問 

10 
設問 

11 
設問 

12 
設問 

13 

１ 
0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

２ 
0 
(0) 

3 
(5) 

1 
(2) 

3 
(5) 

0 
(0) 

1 
(2) 

3 
(5) 

1 
(2) 

0 
(0) 

0 
(0) 

0 
(0) 

1 
(2) 

1 
(2) 

３ 
10 
(18) 

10 
(18) 

1 
(2) 

3 
(5) 

3 
(5) 

3 
(5) 

2 
(4) 

5 
(10) 

2 
(4) 

6 
(12) 

3 
(6) 

6 
(12) 

8 
(15) 

４ 
25 
(45) 

25 
(45) 

22 
(40) 

14 
(25) 

10 
(18) 

23 
(12) 

14 
(25) 

26 
(50) 

13 
(25) 

26 
(50) 

24 
(46) 

32 
(62) 

22 
(42) 

５ 
20 
(36) 

17 
(31) 

31 
(56) 

35 
(64) 

42 
(76) 

28 
(51) 

36 
(65) 

20 
(38) 

37 
(71) 

20 
(38) 

25 
(48) 

13 
(25) 

21 
(40) 

Ｎ 55 55 55 55 55 55 55 52 52 52 52 52 52 

※ 括弧内は，回答の百分率を表す。また，少数第１位を四捨五入しているので、合計が100

にならない場合がある。 

 

低く、教員の説明も分からず意欲的な取組

をすることもなかったようである。このよ

うな学生がいた事実を踏まえ、次年度以降、

学生の実態に応じた指導や支援を考え実行

していく。また、このような学生には、教

職に就くことや教員を目指すこと、教職課

程の履修や学ぶ姿勢などについて熟考を促

し、その後の教職課程の学習をどうするの

かを考え実行するように指導することが大

切である。その理由は、次の（２）の設問

２の「意欲的な取組」において述べる。 

（２）学生本人を対象とした設問の結果

の考察からの授業改善の検討 

設問１、２は学生本人について問うもの

である。 

設問１の「シラバスの理解」は肯定的回

答の５と４で 80％を超えているとはいえ、

設問２を除く他の設問と比べると低い。参

考資料と同様に2019年度の自己評価表の1

ページ目には、表１に示した講義の目的、

目標、内容、方法、評価のほか計画も示し、
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い。参考資料と同様に2019年度の自己評価表の1ページ目には、表１に示した講義の目的、
目標、内容、方法、評価のほか計画も示し、シラバスの概要をいつでも確認できるように
している。また、第１回の授業において、そのシラバスの概要を踏まえて、自己評価表の
１ページに「目標や見通し」を記入する。そして、自己評価表は15回の授業を通して利活
用していく。そのような状況ではあるが、シラバスを理解しないまま受講を継続している
学生がいることを認識し、次年度以降、このような学生への指導や支援を考え実行してい
く。
　設問２の「意欲的な取組」は2018年度と2019年度ともに、他の設問より平均値が低い。
いわゆる開放性の教職課程は、必修でも卒業の要件でもない。教職を含めた進路について、
自分の特性や教員としての適性、資質能力などを踏まえて、卒業までによく考え検討する
ように指導に当たることが大切である。自身の個性や資質能力が生かされる進路を選択し
て欲しい。また、教職とは、児童生徒のよりよい成長を促す職業であり、教員のやる気や
意欲、取組の結果が児童生徒に現れる。児童生徒のために教員として努力できるか否かを
よく考え、卒業や入職までの自身の在り方などを考えて欲しい。これらのことが、教職課
程に対して意欲的になれない学生への指導の理由である。
（３）教員を対象にした設問の結果の考察からの授業改善の検討
　設問４、５、６は教員について問うものである。
　設問４の「教員の説明」の平均値は、2018年度は4.68、2019年度は4.47であり、どちら
も2019年度の全体の平均よりは高い。問題は、表４と図３から分かるように２を回答した
学生が３人いる。この学生にとっては、教員の説明が分かっていなかった状況が多かった
ことが考えられる。どの学生にも分かるような説明の仕方が求められる。
　設問５の「授業環境の担保」の平均値は、2018年度は4.76、2019年度は4.71であり、ど
ちらも他の設問と比べて最も高い。ただ質問が「教員は授業環境を静穏な状態に保ってい
ましたか」であり、アクティブ・ラーニングが求められている高等教育における大学の授
業評価にふさわしい問いに、今後は修正していくことが望まれる。例えば、「教員は授業に
おいて、教授と話合いなど学生の学習活動とをバランスよく行っていましたか」や「教員
は教授だけでなく、アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を行っていましたか」など
が考えられる。
　設問６の「シラバスの担保」の平均値は、2018年度は4.53、2019年度は4.42であり、ど
ちらも2019年度の全体の平均よりは高い。教職課程コアカリキュラムを踏まえたシラバス
の下、学生の実態に即して授業の工夫や改善をしていくことは、個々の学生の資質能力の
育成を図る上で大切なことである。次年度以降も、シラバスを尊重しつつ学生の実態や状
況に応じた授業の改善と充実に努めていく。
（４）学習の実感を問う設問の結果の考察からの授業改善の検討
　設問９、10、11、13は学習の実感について問うものである。
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　設問９の「教職についての学習」の2019年度の平均値は4.67であり、他の設問と比べて
高い方である。表４から分かるように、５を回答した学生は37人、４を回答した学生は13
人、３を回答した学生は２人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の割合は、
96.15％である。教職概論という講義である。教職を学んだという実感をもてた学生が多
くいたことはよかった。
　設問10の「体験を通した教育方法の学習」の2019年度の平均値は4.27であり、他の設問
と比べて低い。５を回答した学生は20人、４を回答した学生は26 人、３を回答した学生
は６ 人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の割合は、88.46 ％である。設
問９に比べると学んだという実感が乏しかったようである。また、設問13の「体験の効果
や有用感」の平均値は、2019年度の平均値は4.21であり、設問10より更に低い。５を回答
した学生は21人、４を回答した学生は22 人、３を回答した学生は8 人、２を回答した学
生は１人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の割合は、82.69 ％である。
設問10の「体験を通した教育方法の学習」よりもよくない傾向にある。教育方法（指導法、
評価法など）は教職概論で取り扱う内容とまではいかないが、大切な教員としての資質能
力である。また、体験は有効な学習活動の1つである。次年度以降も、学校教育において
求められる学び方を実現するための教育方法を、学生自身が体験を通して学ぶことで、教
職について考えたり表現したりすることで教職の理解を深めるとともに、教員としての資
質能力の育成を図っていくことで、学生が体験の意味や効果を実感できるようにしていく。
　設問11の「自己評価についての学習」の2019年度の平均値は4.42であり、2019年度の全
体の平均よりは高い。５を回答した学生は25人、４を回答した学生は24人、３を回答した
学生は３人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の割合は、94.23％である。
設問10に比べると学んだという実感が高いのは、自己評価は毎回の授業において行ってい
る結果と考えられる。自己評価は、主体的に学ぶことやアクティブに学ぶためには大切な
ことである。次年度以降も、継続して自己評価を行っていくことで自己評価力やメタ認知
能力を養い、教員としての資質能力の育成を図っていく。
（５）学習の結果を問う設問の結果の考察からの授業改善の検討
　設問３、７、８、12は学習の結果について問うものである。
　この順番は平均値の高い方からの順番でもある。設問３の「能力（知識や理解）の育成」
の2019年度の平均値は4.51、設問７の「満足度」の2019年度の平均値は4.51である。どち
らも2019年度の全体の平均よりは高い。教職概論において、本来学ぶことである教職の概
観や基礎という点においては、おおむね実現していると言える。ただ、否定的な回答であ
る２を回答している学生が、設問３では１人、設問７では３人いたことを認識し、次年度
以降、このような学生への指導や支援を考え実行していく。
　設問８の「教員としての資質能力の育成」の2019年度の平均値は4.25であり、他の設問
と比べて低い。５を回答した学生は20人、４を回答した学生は26 人、３を回答した学生
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は５ 人、２を回答した学生は１人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の
割合は、88.46 ％である。教員としての資質能力の育成は教職課程の授業において大切な
ことであるが、その資質能力を伸ばすことができなかった学生が６人いたことを認識し、
次年度以降、履修する全ての学生の教員としての資質能力を育成するための指導や支援を
考え実行していく。
　設問12の「自己評価力等の育成」の2019年度の平均値は4.10であり、他の設問と比べて
低い。５を回答した学生は13人、４を回答した学生は32人、３を回答した学生は６人、
２を回答した学生は１人である。肯定的な回答である５と４を回答した学生の割合は、
86.54％である。自己評価は、主体的に学ぶことやアクティブに学ぶためには大切なこと
である。15回の授業において自己評価を行う機会は必ずあったものの自己評価力やメタ認
知能力を伸ばすことができなかった学生が７人いたことを認識して、次年度以降も、継続
して自己評価を行っていくことで、履修する全ての学生の自己評価力やメタ認知能力を養
い、教員としての資質能力の育成を図っていく。

７　次年度以降の授業改善に向けて
　以上、授業評価アンケートの結果の考察から、教員に求められる資質能力の育成に向け
ての授業改善について論じてきた。授業評価アンケートは、授業改善を図るための有効な
方策の１つである。どこの大学においても行われている。自由記述もあるだろう。ただ、
持続可能な方策として継続していくには、処理が簡便で効果も期待できる数値で回答でき
るアンケートが望まれる。その数値をよく検討して授業改善に生かすことで、授業評価ア
ンケートが意味あるものになる。そのためには、６（３）の設問５において述べたように、
教職課程に求められている指導の内容や在り方などを踏まえ、質問を意味あるものにする
ことが大切となる。質問を講義の目的、目標等と照らし合わせてよく吟味したり、統計処
理する上で意味ある結果と考察が可能となる質問を考えたりすることである。また、本学
の教職課程の授業評価アンケートは、これまで５件法で行ってきたが４件法で回答するこ
とも考えられる。他の課程や学部、他の大学の授業評価アンケートを踏まえて、授業改善
に資する授業評価アンケートを検討していきたい。
　授業の主体は学生である。学生が授業に対してどう思うのかが大切である。そして、何
より授業を通して学生が学び成長することである。本稿の結果を基に、今後も教職概論に
おける授業の改善と充実を図っていく。

附記
　本稿で分析に用いた教職概論の授業評価アンケートのデータは、田中ら（印刷中）「こ
れからの時代に求められる教員の資質能力の育成に向けて―講義「教職概論」における授
業改善を通して―」を再分析し加筆修正したものである。
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註
１�　中央教育審議会初等中等教育分科会において、教員養成部会では資質能力を、教育課

程部会等では資質・能力が使われている。これは、対象が教員と児童生徒の違いと言え
る。本稿では、主に教員養成の文脈の記述であるので資質能力を使用する。

２�　教育公務員特例法のほか、教育職員免許法、独立行政法人教員研修センター法が改正
された。

３�　講義など指導者による教授より、体験、討論、他者への教えなど学習者による学習活
動の方が学習の効果が高いことは、多くの人が経験していることではないだろうか。だ
からといって、教授を否定することはあってはならない。時には教授は必要であり効果
がある。学習の狙いなどに即して、指導者による教授や学習者による学習活動を適切に
行うこと、そのバランスを考えて授業を進めることが大切である。

４�　ポンチ絵は「文字だけでなく、枠や矢印などの図を使い概要をまとめ、視覚的に分か
りやすく表現したもの」として確認し授業に導入している。

５�　３は「どちらでもない」という意味であるが、これまでの授業評価アンケートにおい
て、５件法についての説明の中で、３が「どちらでもない」と表記されていない。次年
度以降については、授業評価アンケートの質問の内容や回答方法（５件法又は４件法）
などの検討と改善をする中で、回答方法を５件法にするならば、その説明において３は
「どちらでもない」を表記することが望まれる。
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